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市
で
は
、「M

iraie

」
が
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
に
、
愛
称
に
続
い
て
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
2
0
3
作
品
（
市
内

か
ら
28
作
品
）
の
ご
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
最
優

秀
作
品
（
採
用
作
品
）
と
優
秀
作

品
を
決
定
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

・
須
賀　

裕
明
さ
ん

 

（
東
京
都
千
代
田
区
）

優
秀
作
品

・
平
山　

敬
二
さ
ん

 

（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

・
田
中　

一
則
さ
ん

 
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

 

最
優
秀
作
品
は
、「M

iraie

」
の

頭
文
字
Ｍ
と
4
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ

ー
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
で
つ
な
が
る
4
枚
の
葉
は
複

合
施
設
の
4
つ
の
機
能
と
施
設
コ

ン
セ
プ
ト「
人
つ
ど
い　

人
つ
な

が
り　

人
は
ぐ
く
む　

交
流
の

場
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

企
画
政
策
課
茜
が
丘
複
合
施
設

開
設
準
備
室
（
市
役
所
内
線
2
1

1
）

 

茜
が
丘
複
合
施
設
「M

iraie

」
は

順
調
に
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す

 　
平
成
25
年
10
月
か
ら
工
事
を
開

始
し
た
「M

iraie

」。
現
在
は
建

物
部
分
の
躯
体
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
冬
ご
ろ
に
は
外
側
を
覆
っ

て
い
る
養
生
シ
ー
ト
な
ど
が
外
さ

れ
、
建
物
外
観
が
現
れ
て
く
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
今
秋
か
ら
は
、
外
構
工

事
な
ど
の
施
設
周
辺
整
備
工
事
に

着
手
し
、
平
成
27
年
秋
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「Miraie」のロゴマーク。須賀裕明さんの作品

「Miraie」完成予想図

　

市
で
は
、
平
成
27
年
秋
の
開
館
を
目
指
し
て
、
野
村
町
茜
が
丘
に
図
書
館
や
子

育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
を
備
え
た
「
茜
が
丘
複
合
施
設
（
愛
称
：M

iraie

）」
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
公
募
し
て
い
た
施
設
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
建
設
工
事
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

9
月
27
日（
土
）に
荘
厳
寺
で
、

西
脇
市
「
官
兵
衛
の
里
」
推
進
協

議
会
の
主
催
に
よ
る
「
官
兵
衛
ナ

イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

を
担
う
の
は
関
西
学
院
大
学
都
市

研
究
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

関
西
学
院
大
学
都
市
研
究
会
は

昨
年
か
ら
黒
田
官
兵
衛
を
核
と
し

た
西
脇
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
。

地
域
の
魅
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、

大
学
生
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
と
外
部

か
ら
の
視
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
提

案
を
し
て
い
ま
す
。

　
　キ

ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

　
　

 

　
「
官
兵
衛
ナ
イ
ト
」
で
は
、
荘

厳
寺
の
参
道
を
中
心
に
キ
ャ
ン
ド

ル
の
灯
り
を
楽
し
む
「
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

8
月
3
日
に
は
、
都
市
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、
地
元
の
小

学
生
ら
約
60
人
が
キ
ャ
ン
ド
ル
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
溶
か
し
た
ろ
う

そ
く
に
好
き
な
色
の
ク
レ
ヨ
ン
で

色
を
つ
け
て
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
、

風
よ
け
に
使
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

貼
る
半
紙
に
思
い
思
い
の
絵
を
描

き
ま
し
た
。

　
　幻

想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
…

　

ま
た
、
荘
厳
寺
を
ス
テ
ー
ジ
に

関
西
学
院
大
学
の
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
を
行
う
ほ
か
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
紙
を
使
っ
た

か
ぶ
と
づ
く
り
な
ど
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の

地
で
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で

行
わ
れ
る
「
官
兵
衛
ナ
イ
ト
」。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
と
き

　

9
月
27
日（
土
）

　

午
後
5
時
〜
8
時
30
分

※
雨
天
決
行

◆
と
こ
ろ

　

荘
厳
寺

　

黒
田
庄
町
黒
田
1
5
8
9
番
地

◆
内
容

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
か

ぶ
と
づ
く
り　

ほ
か

◆
主
催

　

西
脇
市
「
官
兵
衛
の
里
」
推
進

協
議
会

◆
企
画
・
運
営

　

関
西
学
院
大
学
都
市
研
究
会

◆
そ
の
他

　

雨
天
時
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
一
部

変
更
し
ま
す
。

◆
問
合
せ　

企
画
政
策
課
（
市
役

所
内
線
2
2
5
）

西脇と姫路～
ふたつの官兵衛の里を訪ねるバスツアー

　西脇市観光協会では、官兵衛生
誕・黒田氏発祥の地として注目を
集める西脇市内ゆかりの地と通説
の生誕地・姫路市を巡る日帰りバ
スツアーを実施します。ふるさと
ゆかりの官兵衛の魅力をお楽しみください。
◆とき　10月５日（日）
◆出発場所・時間
　西脇市駅／午前９時15分
　西脇市役所／午前９時30分
◆コース
　姥が懐・黒田城址→荘厳寺→兵主神社→昼
　食（官兵衛の里御膳）→姫路・御着城址→
　姫路城→ひめじ大河ドラマ館
※午後６時45分解散予定。姫路駅での途中下
　車可能
◆参加費　
　１人　1,500円（昼食代・入場料込み。市外
　在住者は2,000円）
◆募集人員　40人
◆申込方法
　９月22日（月）までに下記へ（先着順）
◆申込み・問合せ
　西脇市観光協会事務局
　（商工観光課内／市役所内線328）

JR加古川線で黒田官兵衛列車を運行中

　黒田官兵衛列車は西脇市が加入している加
古川線等利用促進・沿線地域活性化協議会が
企画したものです。おなじみの緑の車体に、
西脇市の「へそのかんちゃん」をはじめとし
て、加古川市、加西市、三木市の黒田官兵衛
ゆかりのキャラクターステッカーが取り付け
られています。
 「黒田官兵衛列車」の運行は12月末まで。JR
加古川線を走る「へそのかんちゃん」たちの
かわいらしい姿をぜひご覧ください。 工事の進ちょく状況

平成26年7月平成26年7月 平成26年4月平成26年4月 平成26年1月平成26年1月

平
成
27
年
秋
オ
ー
プ
ン
予
定

茜
が
丘
複
合
施
設
「M

iraie

」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

み
ら
い
え

〜
関
西
学
院
大
学
／
都
市
研
究
会
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
〜

官
兵
衛
ゆ
か
り
の
荘
厳
寺

官
兵
衛
ゆ
か
り
の
荘
厳
寺
で
「
官
兵
衛
ナ
イ
ト

「
官
兵
衛
ナ
イ
ト
」
を
開
催

を
開
催

官
兵
衛
ゆ
か
り
の
荘
厳
寺
で
「
官
兵
衛
ナ
イ
ト
」
を
開
催

　「へそのかん
ちゃん」をあし
らった車両。
ほかに「てるひ
めちゃん」「ま
たべえくん」な
どがある

平成26年7月 平成26年4月 平成26年1月

キャンドルづくりに挑戦をする子どもたち




